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今
回
の「
と
くta

lk

」も
楽
し
ん

で
頂
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？「
と
く

talk

」は
徳
島
大
学
の
情
報
に
加
え
、

卒
業
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、留
学
体

験
記
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
記
事
を
掲
載

し
、多
く
の
方
々
に
徳
島
大
学
の
魅
力

を
伝
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
は
徳
島
大
学
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
で
し
た
。国
際
社
会
で
活
躍
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、徳
島
大

学
で
は
早
く
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
目

標
に
し
て
活
動
し
て
お
り
、外
国
出
身

教
員
が
多
数
在
籍
し
て
お
り
ま
す
。彼

ら
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
普
段
我
々
が

気
付
か
な
い
こ
と
を
再
認
識
す
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、外

国
出
身
教
員
と
触
れ
合
う
こ
と
に
よ

り
、学
生
の
国
際
感
覚
が
養
わ
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。徳
島
大
学
学
生
・
卒
業

生
の
国
際
社
会
で
の
今
後
の
大
い
な

る
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

海外体験記 P17
大学院ソシオテクノサイエンス研究部
先端物質材料部門 講師 

中川 敬三
What's happening? P18
栄養生命科学教育部 博士前期課程 1年
林 珮儀
マイキャンパスライフ P19
総合科学部 人間文化学科 3年 

小林 冬馬
ヘルスケア P20
保健管理・総合相談センター
保健管理部門 保健師 

早渕 純子
読者の言葉 P20

国立大学法人徳島大学 
財務レポート P21

地域貢献 P24
大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部 教授
地域創生センター長 

吉田 敦也
徳島大学役職員の報酬・給与等の
水準公表について P24

徳大ニュース P25

ガレリア新蔵NEWS P26

徳大行事予定
新聞報道に見る徳島大学 
編集後記

  特 集

特集記事  P1

副学長（国際担当） 国際センター長  

細井 和雄
大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部 教授
 Wolfgang Herbert
大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部 准教授 

座喜 純
大学院ヘルスバイオサイエンス研究部 特任講師 

Kalubi Bukasa
大学院ヘルスバイオサイエンス研究部 助教 

Omar Rodis
大学院ソシオテクノサイエンス研究部 准教授 

Antonio Norio Nakagaito
大学院ソシオテクノサイエンス研究部 講師 

Stephen Karungaru
国際センター 教授　
金 成海
魅力ある授業 P6
大学院ヘルスバイオサイエンス研究部（歯学系）
分子薬理学分野 教授
吉本 勝彦

研究室へようこそ P7
栄養生命科学教育部 博士後期課程 3年
佐々木 祥平
最先端研究探訪 P9
大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部
創生科学研究部門 准教授
田口 太郎
就職活動記 P11
宍粟 雄輝  / 粟飯原 遥奈

先輩に続け P13
国立医薬品食品衛生研究所 医療機器部長
新見 伸吾
徳大生大活躍! P14
東北被災地ボランティア
長尾 亮太 / 泉谷 依那
井上亜美 / 北尾 泰広
サークル紹介 P15
蔵本茶道部 / ポップス研究会
バスケットボール部（男子） / 剣道部

 徳島大学の
グローバル化
 外国出身教員からのメッセージ

新聞報道にみる徳島大学
2014.6.1～2014.8.31

徳大行事予定
2014.10.1～2014.12.31

徳島大学産学官連携推進部 
第2回 イノベーションクラブ講演会
「オープンイノベーションによる日本発画期的新薬を目指して
～大学発バイオベンチャーに期待すること～」
日時： 平成26年10月1日（水）18:00～19:30　
場所： 徳島大学産学官連携プラザ3階 日亜ホール
問い合わせ先： 徳島大学産学官連携推進部（担当： 高島）
TEL： 088-656-7592  E-mail： iag-office@tokushima-u.ac.jp

薬用植物園一般開放
日時： 平成26年10月6日（月）～10日（金）
場所： 徳島大学薬学部薬用植物園
問い合わせ先： 徳島大学大学院HBS研究部生薬学分野
TEL： 088-633-7276

徳島大学病院フォーラム2014秋
日時： 平成26年10月13日（月・祝）13:00～16:00
場所： ホテルクレメント徳島
問い合わせ先： 病院総務課広報・企画部門
TEL： 088-633-7463  
E-mail： bsoumuss1@tokushima-u.ac.jp

マンスリー放射線講座　
第27回 放射線の測定、第28回 放射線を測る、
第29回 被ばく線量のはなし
日時： 10月17日（金）13:30～15:00
        11月21日（金）13:30～15:00
        12月19日（金）13:30～15:00　
場所： 徳島大学蔵本キャンパス　青藍会館1F大会議室
問い合わせ先： アイソトープ総合センター
TEL： 088-633-9416

平成26年度 徳島大学大学院HBS研究部市民公開講座
日時： 平成26年10月25日(土)13:00～
場所： 徳島大学 大塚講堂
問い合わせ先： 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部　
　　　　　    機能分子合成薬学分野 大髙 章
TEL： 088-633-7283  E-mail： aotaka@tokushima-u.ac.jp

“人体解剖と骨のミュージアム 特別開館”
日時： 11月1日から3日の大学祭期間中の10:00～16:00
場所： 歯学部 “人体解剖と骨のミュージアム”
問い合わせ先： 大学院HBS研究部口腔顎顔面形態学分野　
                     北村 清一郎
TEL： 088-633-7319
E-mail： kitamura.seiichiro@tokushima-u.ac.jp

第7回 共同利用・共同研究「酵素学研究拠点」シンポジウム
日時： 平成26年11月14日（金）13：30～
場所： 藤井節郎記念ホール
        （徳島大学藤井節郎記念医科学センター1F）
問い合わせ先： 徳島大学疾患酵素学研究センター
                     応用酵素・疾患代謝研究部門
TEL： 088-634-6422   E-mail： kyoten@tokushima-u.ac.jp

“人体解剖標本の展示”
日時： 11月15日（土）～16日（日）10:00～16:00
場所： 歯学部解剖実習室と”人体解剖と骨のミュージアム”
問い合わせ先： 大学院HBS研究部口腔顎顔面形態学分野 北村 清一郎
TEL： 088-633-7319
E-mail： kitamura.seiichiro@tokushima-u.ac.jp

第36回 生体膜と薬物の相互作用シンポジウム
日時： 平成26年11月20日(木)10:00～11月21日(金)17：00
場所： 徳島大学蔵本キャンパス　大塚講堂、藤井節郎記念ホール
主催： 日本薬学会 物理系薬学部会 
実行委員長 篠原康雄（徳島大学疾患プロテオゲノム研究センター）
問い合わせ先： 徳島大学疾患プロテオゲノム研究センター（蛋白質発現分野）
　　　　　　  第36回生体膜と薬物の相互作用シンポジウム実行委員会事務局
TEL： 088-633-9148

「ICT利用活用による徳島の活性化を考えるセミナー」
日時： 11月27日(木)14:00～17:00  受付13:00～
場所： 徳島大学地域連携プラザ「地域連携大ホール(けやきホール)」
問い合わせ先： 徳島大学情報センター(徳島ICT 研究協議会事務局)
TEL： 088-656-7555
E-mail： ict.info@tokushima-u.ac.jp

■ ★まなびの森講演会「福島を忘れない！農業の放射能被害と風評問題」 ［26.06.01徳島］
■ 徳大・田中さん調査 生息マップ「共生のために」ホタル守る 美しき郷 ［26.06.14朝日］
■ 抗ウイルス療法研究会「塩田洋賞」創設 薬開発に尽力 徳大名誉教授にちなむ 

［26.06.17徳島］
■ 人事が選ぶ大学ランキング 徳島大6位・九大9位 地方の国立健闘 ［26.06.16日経］
■ 6次産業化に人材 最先端農学の学部検討 徳島大、16年度新設目指す［26.06.20毎日］
■ 防災リーダー育成開始 徳島大で講座 中高生ら若者目立つ ［26.06.21読売］
■ 国は違えど…学生同士意見交換 シンガポールの訪問団と徳大生 ［26.06.21徳島］
■ 美馬 徳大留学生と交流 岩倉・喜来小の児童ら ［26.07.11徳島］
■ 防災啓発 CATV番組 きょうから 徳大教授らが歴史・備え ［26.07.12読売、徳島］
■ 徳島大教授ら社会実験 自転車逆走に電光警告 左側通行周知と危険啓発 

［26.07.16読売］
■ 命綱の結び方指導 徳大など 防災・危機管理実習 海陽 ［26.07.20徳島］
■ 集団的自衛権 学生らが討論 徳島大で「憲法食堂」 ［26.07.19徳島］
■ 段ボール使い避難所を設営 徳島で学生ら訓練 ［26.07.28読売］
■ 葉っぱビジネスやごみゼロ宣言 上勝のまちづくり学ぶ 徳大生 ［26.08.08徳島］
■ 高校生72人が臨床の基礎学ぶ 徳大で体験授業 ［26.08.08徳島］
■ 東北支援 児童アクアスロン 徳島で24日 徳島大生ら参加募る ［26.08.15読売］
■ 行政・自主防 連携強化を 徳大 南海トラフでシンポ ［26.08.25徳島］
■ 災害時の非難 疑似体験 徳大・光原講師 デジタル教材開発へ ［26.08.25徳島］


